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摂取栄養量とMUN・乳タンパク質率の関係
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主な国のMUN基準値の例 
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Kirchgesnerら（1986年） 

飼養管理改善の留意点
MUNが高い場合は、摂取したタンパク質、中でも分解性タンパク質の量が多

すぎるか、またはルーメン内の微生物が活躍するためのエネルギー不足が考えら
れる。反対に、MUNが低い場合は、タンパク質不足が第一に考えられるが、場
合によってはエネルギー過剰かもしれない。要するに微生物タンパク質の合成を
最大にするための飼養管理改善が重要となる。その留意点として、①乾物摂取量
を高める。②粗タンパク質は全体飼料（乾物）の18～19％が一般的である。そ
のうち分解性タンパク質は粗タンパク質中の60～65％とし、残りは非分解性タ
ンパク質で組み合わせる。③ルーメンで使える炭水化物は全体飼料（乾物）の35
～40％を目安とする。④放牧時は生草からのCP摂取量が高まり、MUNは高値を
示す傾向にあるため、低タンパク質・高エネルギーの配合飼料等で調整するなど
が挙げられる。タンパク質は飼料の中で価格が高いにもかかわらず、嗜好性が良
いこともあって過剰に給与する傾向にある。コスト低減のためにも無駄な給与を
避けるべきである。

おわりに
MUNの数値は乳牛が摂取した栄養バランスを情報として伝えてくれます。各

種の計数化したデータとともに、乳牛個体が発信するシグナルを確実にキャッチ
して万全の対応を図り、連産性に富んだ高泌乳牛の飼養管理の確立に役立ててい
ただきたい。
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